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A study on characterization of novel environmental viruses
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226,876 bp（GC%はいずれも29.7），予測 ORF数が308個および306個であった。この内，約50個の ORFは




















“Temperament Related Polymorphisms Associated with Behaviors in Cattle”
Takashi Bungo




































Study on the properties of low P tolerance of plants forming root-cluster 
structures.
Jun Wasaki
Graduate School of Biosphere Science, Hiroshima University,
Higasdhi-Hiroshima 739-8528, Japan
クラスター構造の根を形成する植物の低リン適応特性の解明
和崎　淳
広島大学大学院生物圏科学研究科，739-8528 東広島市
　リン酸質肥料の原料であるリン鉱石資源は涸渇に瀕している。我が国はこれを輸入に依存しているため，
持続的な食料生産のためにはリンの有効活用が必要である。そのためには低リン環境で生育する植物のリン
吸収能を理解し，そのしくみを活用する必要がある。
　低リン環境で生育できる植物の一部は，クラスター構造の根を作ることが知られる。すなわち，密な側根
からなるクラスター根や，側根に根毛を密生させたダウシフォーム根とよばれる特殊な形状をした根であ
る。これらのクラスター構造の根は，その表面積を拡大してリンの吸収効率が高まるだけでなく，最近の研
究においてこれらの植物が未利用のリンを可給化する有機酸や酸性ホスファターゼを分泌する能力が高いこ
とが示されてきた。また，極めて低いリンしか含まない土壌で生育するため，地上部にいったん取り込んだ
リンの有効利用能に優れることが期待される。そこで，これらの低リン適応特性について理解を深めること
を目的とした研究を行った。
　長期間リン欠乏条件で水耕栽培したピンクッションハケア（Hakea laurina）が形成したクラスター根を
用いて，有機酸および酸性ホスファターゼの分泌能を調査した。CE-MSを用いて根分泌物に含まれる代謝
物の一斉分析を行ったところ，根分泌性有機酸として一般的に知られるクエン酸とリンゴ酸はともにクラス
ター根特異的に分泌していることが示された。クエン酸，リンゴ酸に加えて，既知化合物においてはイソク
エン酸がクラスター根特異的に分泌されていることが示された。さらに，最も多量に分泌されたアニオン（分
子量137.0）とクラスター根特異的に分泌されていたアニオン（分子量95.0）は未同定物質であり，既知の
化合物が分泌されることでこの植物が適応している可能性が示唆された。また，酸性ホスファターゼの活性
は未成熟～成熟クラスター根でノーマル根と比べて有意に高い値を示した。これらのことから，ピンクッショ
ンハケアの形成したクラスター根は難利用性リンの獲得戦略として非常に重要であることが示唆された。
　宮島におけるヤマモガシ（Helicia cochinchinensis）およびその周辺に生育する樹木から，成熟葉と老化
葉を採取し，そのリン濃度を測定した。植物が老化した葉を落葉させる前にどの程度のリンを回収し，成熟
葉に受け渡しているかの指標として，リンの再転流効率を求めたところ，ヤマモガシでは53-63%であり，
オガタマノキを除く他の樹種より大きい数値であった。また，窒素濃度との関係からリンの需要を求めたと
ころ，他の樹木と比較してヤマモガシではリンの需要が低く抑えられていることが示された。以上のことか
ら，ヤマモガシの低リン耐性の一部には，リンの再転流能と需要の抑制が重要な役割を果たしていることが
示された。
　ヤマモガシの成熟葉が含む各種元素を ICP-MSを用いて一斉分析を行った。その結果，ヤマモガシの成熟
葉はアルミニウムやマンガンなどの一部の多価カチオン濃度が高いことが示された。さらに，ヤマモガシと
共存する樹木（共存木）と，同じ樹種でヤマモガシと共存しない樹木（単独木）における成熟葉のアルミニ
ウムやマンガン濃度を比較すると，共存木で単独木より高い傾向にあった。また，元素濃度の一斉分析の結
果について主成分分析を行ったところ，共存木の元素濃度はヤマモガシの葉の濃度に近づいていることが示
された。影響を受けている元素は多価カチオンが中心であったことから，ヤマモガシが低リン条件で形成し
たクラスター根から分泌した有機酸が可溶化した多価カチオンが，根圏を共有する植物によって吸収された
結果であると推察された。
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